
GDR4800
〈登録局対応〉デジタル簡易業務用携帯型無線機

Motorola Digital Two-Way Radio
携帯型 Digital:30ch

2年
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タフなボディに、多機能搭載。
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［本体］



GDR4800

免許不要の登録制度対応
登録制度とは、電波法改正にともなって新たに施行された制度のことです。
これにより簡単な手続きだけで手軽に無線局の開設が行えるようになりまし
た。GDR4800は、登録制度対応型のハイパワー無線機。ビジネス、レ
ジャー、レンタルなど幅広いシーンでご利用いただけます。

トップクラスの防塵・防水性
バッテリー・アンテナを外した状態でもIP×7相当の防水性を保持。この最高水準の防塵・防水性能が、異物と
水の浸入からしっかり無線機を守ります。

（IPとは、異物と水の浸入に対する保護を規格化したもので、IECの規格で規定されている機器の保護等級を記号で示したもの
です）

磨き抜かれた堅牢ボディ
5年間酷使した状態をシミュレートした、モ
トローラ独自の信頼性テスト（ALT）をクリ
ア。過酷な環境下でも安心して使える堅牢
ボディを実現しました。
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その場でチャンネルを合わせれば相互に通信が可能！
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粉塵の侵入から保護されていること。 規定の圧力・時間で水中に没しても動作に
影響がないこと。

真水・静水、水深1mに
30分間浸水

※製品本体の防水性能を維持するためには、異常の有無に関わらず保証期間経過後、年に一度のメンテナンス（有料）をお勧めします。

ALT:Accelerated Life Testing

●温度ショックテスト
●粉塵テスト
●機構テスト
●振動テスト
●落下テスト
●降水テスト
●塩霧テスト
●静電気放電テスト など

「使いやすさ」を徹底的に追求

クリアな音声のハイパワー無線機が、簡単手続きだけで利用可能。
多彩なシーンで、コミュニケーションを確実に。

■秘話機能
約32,767通りの秘話コードで、大切な通信のプライ
バシーを保護

■700mWの音声出力
高騒音下でも聞き取りやすく、スムーズな連絡が可能

■多彩な呼び出し
一斉呼び出し／グループ呼び出し／個別呼び出し

■ショートメッセージ機能
あらかじめ設定されたメッセージを送受信

土木・建設事業で

携帯不通エリアで

レンタル貸出OK

BCP対策に

■2局以上の無線局を登録する「包括登録」制度の流れ

GDR4800
デジタル簡易業務用携帯型無線機
Motorola Digital Two-Way Radio

耐久性の高いボディ IP67登録制度対応型

通信相手の制限なし
「3R」の種別コードを持つ無線機であれば、どの無線機同士でも通信が可
能。複数の企業が集まる合同事業やイベントなどで、大いに力を発揮します。

■緊急通報（エマージェンシー）
非常時に周囲にアラームを発信、または緊急信号
をあらかじめ設定した信号機へ送信

■アンサーバック　

■弱電界アラーム

■発着信履歴　　 

■着信ベル機能

ビジネス、レンタル、レジャーまで
さまざまなシーンで活用

［主な機能］

ノイズキャンセリング
機能

クリアな音声

ボイスアナウンス
機能

画面を見ずに
チャンネル確認

漢字6文字対応
ディスプレイ

優れた視認性

操作性を極めた
キー配置

手袋装着でも
OK

音声メモ機能と
リピート再生

より正確な
確認に

50mm、100mm、203mm
３種のアンテナ

運用に合わせた
アンテナ選択

携帯性を重視

携帯性と
通信範囲の
バランス型

広範囲での通信に

GDR4800運用時のマナー
●コールチャンネル
デジタル簡易無線登録局は、「-CH15-」にコールチャンネル
が設定されています。ユーザーコードが自動的に「000」に
設定され、秘話通信は自動的に解除されますので、ARIB規
格で定められている「呼出用チャンネルとして」、ご利用いた
だけます。コールチャンネルは一時的な呼出のみとし、継続
的な通話は他のチャンネルをご使用ください。
［コールチャンネルの運用例］
１）継続的な通話を行うための運用チャンネル（15チャンネ
　ル以外）の決定についての短時間打ち合わせに利用
２）災害等発生時に緊急通信チャンネルとして応援・サポー
　ト連絡チャンネルとして利用






